
 
 

 

 

  パンク応急修理用具において、応急修理用ホースの口金構造及び圧力逃し弁の開弁圧力調整が不

適切なため、当該ホースが正しく接続されていない状態でパンク修理を行うと、修理剤ボトル内部

に過大な圧力が加わることがある。そのため、使用中または使用後の保管中にボトル内部の圧力が

耐圧を超えると、修理剤ボトルが破損して構成部品が飛散し、最悪の場合、使用者が負傷するおそ

れがある。 

改善の内容 

全車両、パンク応急修理用具を対策品と交換する。なお、部品の準備に時間を要することから、

使用者にパンク応急修理用具の使用停止を要請して部品を回収し、部品準備が整い次第、改めて

案内し対策品と交換する。 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：本田技研工業（株）のインターネットホームページのリコール等対象検索に“実施済”と

表示する。 

基準不適合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 
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